
 

 

 

2年生がＣＡＰプログラムを体験しました（1月 16,17日） 

  ＣＡＰとはChild Assault Prevention ＝ チャイルド（子ども） 

アサルト（暴行） プリベンション（防止）の略で、子どもたちの心

と体を暴力から守るための取り組みを意味します。 

  子どもたちが本来持っている大切な権利、「安心して」「自信を

持って」「自由に」生きる権利を守るために、暴力や人権侵害を受

けた時、受けそうになった時の対応を、具体的に「ＣＡＰみしま・大

阪」のみなさんに教えていただきました。  

「ＣＡＰみしま・大阪」のみなさんが劇で演じてくださった具体的な暴力・人権侵害の場面４つ、 

 〇バスの中での痴漢  〇クラスの中でのいじめ  〇保護者からの体罰  〇性暴力   

について2年生は近くにいる人同士で考え合いました。対応を演じる劇に、生徒が参加し、拍手を受

ける場面もありました。声のあげ方や、逃げ方、話の仕方など具体的な対応を考えたり、教えてもらっ

たりしたので、2年生の人には受け止めやすかったと思います。 

  ＊ 自分の「安心」「自信」「自由」を奪われるようなことは、明らかにおかしいこと 

  ＊ そのおかしいことを、我慢したり、あきらめたりする必要はまったくないこと 

  ＊ 「いや」と言ってもいいし（ＮＯ）、その場から逃げてもいい（ＧＯ） 

  ＊ 信頼できる人（おとなや友人）に話をしてみよう（ＴＥＬＬ） 

そんなメッセージを受け取った 2 日間でした。ぜひ、今回の学びを

生かし、自分自身、そして自分の周りにいる人の「安心」「自信」「自

由」を大切にしていってほしいです。 

 

「部落問題学習」 3年生が三木幸美さんのお話を聴きました（1月 18日） 

  3年生は 3学期に入り、世界の人権問題（絵本「今、世界はあぶないのか」を読んで…職員室前

の廊下に掲示しています）、日本の部落問題について学んできました。18 日には、とよなか国際交

流協会の三木幸美さんをお招きし、ご自身の経験から、感じたり考えたりしたこと、そして、中学生の

みなさんに伝えたいことや一緒に考えたいことをお話しいただきました。 

  三木さんが中学 2 年生の時に体験した、幼なじみの同級生からの差別発言。今まで自分の中で

眠っていた「なんでそんなこと、言われなあかんねん！」という怒りが呼

び起されたといいます。そして、自分にとって本当に大事なこと（三木さ

んにとっては、自分のアイデンティティであるルーツや生まれ育った地域）

を大事にし続けるには、「一緒に大事にしてくれる人や場所が必要なん

だ」ということに気付かれたそうです。 

  小中学校と一緒に過ごしてきた友だちでも、心の奥底にある「本当に大事にしたい思い」は、「言

葉にしないと伝わりません」と強調されていました。ご自身も、言葉にして伝え、そして、その言葉を大

事に受け止め、一緒に考えてくれる人に出会えたことで、「ありのままの自分でいいんだ。」と自分を

認めることができたといいます。その経験からのメッセージが、次のようなものでした。 

「みなさんには、誰かの話を一生懸命受け止めるキャッチャーになってほしい。大切な人からプレ

ゼントをもらうときに、両手で受け取るように、相手の話を大事に受け取れる人、自分の話を大事に

手渡せる人になってほしい。」 

「人権について、知識やマナーを身につけることが大事なのではなく、たとえわからなくても、わか

ろうとし続けること、一緒に考え続けることが大事なのです。」  

考え続けることで、誰もが安心してありのままの自分でいられる社会を、一緒にめざしていきましょ

う。3 年生の廊下には、学習後に 3 年生が考えた「安心して暮らせるまちをつくるためにできること」

が張り出してあります。他の学年の人も、ぜひ読んでみてください。 

 

「毎日小学生新聞」に十八中生の質問から生まれた記事が載りました！（1/17） 

   毎日点字新聞記者の佐木理人さんの記事で、こんな書き出しです。 

「みなさん、楽しいお正月でしたか？お年玉はもらえましたか？お金と

言えば、昨年10月大阪の中学校で出前授業をした時に、こんな質問が

出ました。『どうやってお金の種類を見分けていますか？』と・・・」 

 視覚障害のある人がどのようにお金の種類を識別しているかの紹介

記事です。“人々の気づきの声や、アイディアで、より多くの人が暮らしや

すい社会になる”というメッセージで記事はしめくくられています。 

生徒会イベント「謎解き中」がおこなわれます（2/3） 

  今「参加型謎解きゲーム」が結構はやっていますね。生徒

集会でも紹介がありましたが、十八中でも謎解きゲームが

おこなわれるようです。「ｔｅａｍｓを活用した新時代のゲーム

“謎解き中” ぜひ参加すべし」と書いてあります。十八中で

は初めての企画ですね。どんなアイディアが盛り込まれてい

るのか、ワクワクします！ （1/27申し込み〆切です） 

十八中だより 
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※ 今回の授業は、2 学期に実施した保護者対象、教職員対象のプログラムも含め、「ドコモ市民活動団体助成事

業」を活用した「とよなか人権文化まちづくり協会」の事業推進により実現しました。ありがとうございました。 

 記事は、職員室前に展示しています！ 


